
1.理念・目的

「計画達成のための方策」
学生に対しては、新入生及び各
学年のガイダンスにおける履修
説明等において周知を図る。ま
た教職員に対しては採用時のオ
リエンテーション等や学内
LAN、デスクネッツ等で周知を
図る。社会に対しては、ホーム
ページにおいて公表する。
「評価指標」
・新入生及び各学年のガイダン
スの参加者数、アンケートの実
施状況
・各部局毎のオリエンテーショ
ンの教職員参加者数、アンケー
トの実施状況
・ホームページにおける公表状
況
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【年度計画1】
学生に対しては、新入生及
び各学年のガイダンスにお
ける履修説明等において周
知を図る。また教職員に対
しては採用時のオリエン
テーション等や学内LAN、デ
スクネッツ等で周知を図
る。社会に対しては、ホー
ムページにおいて公表す
る。
「評価指標」
・新入生及び各学年のガイ
ダンスの参加者数、アン
ケートの実施状況
・各部局毎のオリエンテー
ションの教職員参加者数、
アンケートの実施状況
・ホームページにおける公
表状況

Ⅲ・学生に対する新入生及び各学年のガイダンスについては、各
キャンパス毎に以下のとおり、計画的に実施したところである。
・教職員に対するオリエンテーションについては、全学の新採用
オリエンテーションの実施のほか、各キャンパスにおいて、教職
員オリエンテーションを実施したところである。
・令和5年4月27日及び28日において、他のキャンパスの新入生と
一堂に会し、東京医療保健大学の学生としての自覚を持つ機会と
する等の目的により、「令和5年度新入生合同研修」を国立オリ
ンピック記念青少年総合センターを会場として、学生を半分ずつ
に分けて開催した。なお、和歌山看護学部生は、会場確保等の都
合により、27日にオンライン視聴と独自プログラムにる和歌山
キャンパスでの開催となった。
当日は、田村理事長、亀山学長からの講話や学部混合でのグルー
プワークとしてのコミュニケーション研修や学友会の活動紹介な
ども含め有意義な研修会となった。
・各キャンパスには、デジタルサイネージを設置しており、学生
に関する各種情報のほか大学の校歌が流れるなど、建学の精神や
大学の理念の涵養等を図っている。
また、大学・学部・研究科等の理念・目的については、毎年度最
新の教育情報を大学HPに公開している。

〇学生ガイダンス実施状況(単位:人)　※( )は新入生数であり内数
【学部学生】
　   　医看　栄養　情報　東が丘　立川　千葉　和歌山　合計
  前期  (115) (54)  (47)  (110)   (117) (136) (99)    (678)
         427   250   206   446     446   447   410     2632
　後期   ―    ―   (41)  (118)    ―   (128) (99)    (386)
         ―    ―    172   229     ―    315   410     1126
【大学院学生】
　　　　医療保健学　看護学　千葉看護学　和歌山看護学　合計
　前期  (35)        (35)    (10)        (8)           (88)
         35          70      10          18            133
　後期   ―          ―   　 ―　       (8)           (8)
         ―          ―　　  ―          18 　　　　　 18
【専攻科学生】
        助産学　和歌山助産学　合計
　前期　 20      7   　　      27
　後期 　―      7             7

【計画1】(企画部)
大学・学部・研究科等の理念・
目的については、学則、履修案
内等に明記した上で構成員に対
し説明するとともに、本学の
ウェブサイト等を活用し、大学
構成員及び広く社会にも公表す
る。

第3期中期計画 令和6年度計画

【評価区分】Ⅳ：年度計画を達成している（達成率100％）Ⅲ：年度計画を概ね達成している（達成率80％以上）Ⅱ：年度計画を十分には達成できていない（達成率60％程度以上）Ⅰ：年度計画を達成できていない（達成率60％程度未満）

令和5年度実績 令和6年度計画達成状況 自己点検・評価委員会
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・学生に対する新入生及び各学年のガイダンスについては、各
キャンパス毎に以下のとおり、計画的に実施したところである。
・教職員に対するオリエンテーションについては、全学の新採用
オリエンテーションの実施のほか、各キャンパスにおいて、教職
員オリエンテーションを実施したところである。
・令和5年4月26日において、他のキャンパスの新入生と一堂に会
し、東京医療保健大学の学生としての自覚を持つ機会とする等の
目的により、「令和6年度新入生合同研修」を国立オリンピック
記念青少年総合センターを会場として、和歌山看護学部生も前泊
し、全学部一斉参加方式での開催となった。
当日は、田村理事長、亀山学長からの講話や学部混合でのグルー
プワークとしてのコミュニケーション研修や学友会の活動紹介な
ども含め有意義な研修会となった。
・各キャンパスには、デジタルサイネージを設置しており、学生
に関する各種情報のほか大学の校歌が流れるなど、建学の精神や
大学の理念の涵養等を図っている。
また、大学・学部・研究科等の理念・目的については、毎年度最
新の教育情報を大学HPに公開しているが、学生に建学の精神、教
育理念・目的等の理解がどこまで浸透できたかを把握するため
に、令和6年度卒業生アンケート調査に項目を追加しアンケート
を実施した。今後は調査結果を踏まえ、さらに必要な対策等を講
じる必要があるか検討を行う。

〇学生ガイダンス実施状況(単位:人)　※( )は新入生数であり内数
【学部学生】
　   　医看　栄養　情報　東が丘　立川　千葉　和歌山　合計
  前期  (120) (80)  (30)  (102)  (115) (99) (100)    (646)
         460   232   154   456    456   447   404     2609
　後期   ―    ―   (26)  (102)    ―  (96)　(101)   (325)
         ―    ―    148   217     ―   442   401     1208
【大学院学生】
　　　　医療保健学　看護学　千葉看護学　和歌山看護学　合計
　前期  (36)        (44)    (7)         (8)           (95)
         36          78      17          16            147
　後期   ―          ―   　 ―　       (8)            (8)
         ―          ―　　  ―          17 　　　　 　 17
【専攻科学生】
        助産学　和歌山助産学　合計
　前期　 20      9   　　      29
　後期 　―      9              9
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評
価
区
分

2



第3期中期計画 令和6年度計画令和5年度実績 令和6年度計画達成状況 自己点検・評価委員会
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〇教職員オリエンテーション実施状況
・4月3日 五反田キャンパスにて実施
　　　　　五反田　世田谷　東が丘　立川　千葉　合計
　参加者　 6　     1       5       8     3     23
・4月3日　11月1日　和歌山キャンパスにて実施
　参加者　 4
〇新入生合同研修実施状況(東京会場は4月27日・4月28日に実施、和歌
山会場は4月28日に実施)
　　　    医看　栄養　情報　東が丘　立川　千葉　和歌山　合計
　参加者　113   48    43    108     117   135   99      663
  (参加率:97.5%)

・入学者受入れの方針に基づく大学入学者選抜の実施に関する
「教学マネジメント指針(追補)(令和5年2月24日)」が文部科学省
から発出されたことを踏まえ、学長戦略本部の担当プロジェクト
チームにおいて、「教学マネジメントチェックリスト
【Ver.2】」の改正案を策定し、令和5年7月12日開催の内部質保
証推進会議において審議・承認されたので、改正版を7月13日付
で学内関係者に周知した。
・また、「アセスメントプラン」についても、日本私立学校振
興・共済事業団からの指導等も踏まえ、評価指標を追加する等の
ために担当プロジェクトチームにおいて改正案を策定し、令和5
年10月18日開催の内部質保証推進会議において審議・承認された
ので、改正版を10月23日付で学内関係者に周知した。
・令和5年度から「教学マネジメントチェックリスト」に基づく
点検・評価を本格実施することから、教員のＦＤ・ＳＤ活動及び
事務職員のＳＤ活動の一環として、全教職員が参加する「東京医
療保健大学を語る会」を令和5年10月25日に開催し、「教学マネ
ジメントチェックリストに基づく点検・評価の実施に向けて～具
体的な取組の視点について～」をテーマとし、医療保健学部看護
学科 西村礼子准教授及び東が丘看護学部看護学科竹内朋子教授
より発表をいただき、「教学マネジメントチェックリスト」の取
組について活発な意見交換を行い、教職員の理解を深めることが
できた。
・「令和5年度計画の達成状況に基づく自己点検・評価報告書作
成要領」及び「令和5年度教学マネジメントチェックリスト作成
要領」について、担当プロジェクトチームにおいて要領案を策定
し、令和5年12月6日開催の内部質保証推進会議において審議・承
認されたので、同要領及び報告書様式等を12月19日付で学内関係
者に周知した。
・「令和5年度計画の達成状況に基づく自己点検・評価」につい
ては、部局内で3月末までに実施し報告書を作成し、また「令和5
年度教学マネジメントチェックリストに基づく自己点検・評価」
については、部局内で「学位プログラムレベル」、「授業科目レ
ベル」ごとに令和6年5月末までに実施し、「学位プログラムレベ
ル」について報告書を作成した上で、それぞれ企画部宛提出する
こととした。
・これらの取組は、全て計画通り実施することができた。

〇教職員オリエンテーション実施状況
・4月2日 五反田キャンパスにて実施
　　　　　五反田　世田谷　東が丘　立川　千葉 　合計
　参加者　 5　     1       6       6     2     20
・4月8日 五反田キャンパスにて実施
　参加者　五反田 1
・9月24日 五反田キャンパスにて実施
  参加者　千葉　1
・4月1日　7月1日　雄湊キャンパスにて実施
　参加者　5(4月)2(7月)
 
〇新入生合同研修実施状況(4月26日に実施)
　　　    医看　栄養　情報　東が丘　立川 千葉 和歌山　合計
　参加者　115   71    22     95     113   96   100   612/644
  (参加率:95.0%)

【年度計画2】
学長直轄の「学長戦略本
部」を中心に、全学的な教
学マネジメントシステムを
構築するとともに、「教学
マネジメントチェックリス
ト」を運し、「大学全体レ
ベル」、「学位プログラム
レベル」、「授業科目レベ
ル」毎に自己点検・評価及
び検証等を行いながら、内
部質保証システムのＰＤＣ
Ａサイクルを構築する。
「評価指標」
・「教学マネジメント
チェックリスト」の作成及
び活用した自己点検・評価
及び検証等の実施状況
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「計画達成のための方策」
学長直轄の「学長戦略本部」を
中心に、全学的な教学マネジメ
ントシステムを構築するととも
に、「教学マネジメントチェッ
クリスト(仮称)」を運用し、
「大学全体レベル」、「学位プ
ログラムレベル」、「授業科目
レベル」毎に自己点検・評価及
び検証等を行いながら、内部質
保証システムのPDCAサイクルを
構築する。
「評価指標」
・「教学マネジメントチェック
リスト(仮称)」の作成及び活用
した自己点検・評価及び検証等
の実施状況

・「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセスメントプラ
ン」に基づき、本学が定める3つのポリシーに基づいて教育課程
等が有効に機能しているか等を「大学全体レベル」、「学位プロ
グラムレベル」、「授業科目レベル」ごとに点検・評価を実施し
たが、そのうち、 「大学全体レベル」での結果を「令和5年度点
検・評価」として取りまとめ、「全学自己点検・評価委員会」で
検証し学長に報告した。さらに令和6年7月10日開催の「内部質保
証推進会議」では「全学自己点検・評価委員会」の点検・評価結
果を基に更に全学的見地から評価を行い、その後同日開催の「大
学経営会議」に報告し、速やかにウェブサイトにて公表を行っ
た。
・「令和5年度点検・評価」結果を取りまとめた後、学長からの
改善指示に基づき、各部局等の取り組みについて具体の改善策等
を「令和6年度教学マネジメントチェックリスト及びアセスメン
トプラン点検・評価報告書」として報告することとした結果、各
学科対応分については令和7年1月15日開催の「内部質保証推進会
議」にて、全学委員会対応分については令和7年2月19日開催の
「内部質保証推進会議」にて、それぞれ報告・承認された。これ
らの取り組みによりPDCAサイクルを機能させ、本学の内部質保証
システムの確立に努めた。

【計画2】(学長戦略本部・企画
部)
教育の質保証の観点から、毎年
度定期的に自己点検・評価及び
検証を行い、その結果について
外部評価を実施し公表する。ま
た、学長直轄の「学長戦略本
部」を中心に、より適切なもの
となるよう外部評価結果等を踏
まえ、教育研究活動等の改善・
充実を図る。
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